
京都大学Arm Academic Access事例
ムーアの法則を超える革新的半導体研究に
欠かせないIP無償利用プログラムとは
微細化の限界を打破するMore than Mooreに向けた研究がアカデミアで盛んだ。革新的な半導体の開発ではさまざまな
IPを試したいというニーズがあるが、IPライセンスのコストが研究者を悩ませている。京都大学が選んだ、IP活用の最適
解とは

京都大学大学院情報学研究科の
新津葵一教授

　いわゆる「ムーアの法則」に基づいて推し進められてきた
半導体の微細化は、いまや限界に近づいているともいわれ
る。そこで半導体に新たな機能を付加した革新的なデバイス
を創造すべく「More than Moore」の技術開発が世界的な
動きとなっている。集積回路にセンサーやMEMS（機械要
素部品）などの異種デバイスを集積することで、従来なかっ
た機能を実現するアプローチだ。このMore than Mooreの
トレンドをリードし、半導体デバイスに物質化学を融合させ
た化学集積デバイスの実現を目指しているのが京都大学大
学院情報学研究科の新津葵一教授だ。
　新津教授は「自己発電型の超小型 IoTタグ」や、その展
開例である糖発電を用いた「血糖値モニタリング支援スマー
トコンタクトレンズ」などの開発で知られる研究者だ。そこ
で培われたセンシング技術は、JST（科学技術振興機構）が
主導するムーンショット型研究開発事業での「生体内サイバ
ネティック・アバターによる時空間体内環境情報の構造化プ
ロジェクト」にも採択され、新津教授は課題推進者
（Performer）として当プロジェクトに参加している。現在の
主なテーマである化学集積デバイスでは「チップ上に化学を
集積する」「化学素子を集積する」という 2つのアプローチ
から、バイオセンサー集積回路およびそこに無線通信機能を
搭載したバイオメディカル IoTへと、研究開発の裾野を広げ
ている。
　もっとも、予算やリソースの限られる国立大学でこうした
最先端の研究開発を続けていくのは容易なことではない。そ
うした中で新津教授の取り組みを後押ししているのが、Arm
が展開する「Arm Academic Access」だ。

アカデミアの 
半導体デバイス研究者が抱える悩み

　研究開発資金が限られる中、More than Mooreの半導
体デバイスの研究開発を推進するために研究者たちが常に
頭を悩ませているのが、既存の IP（半導体設計資産）の活
用だ。新津教授はアカデミアの分野における実情を次のよう
に話す。
　「従来技術の延長にはない大胆な発想に基づく半導体デ
バイス開発に挑戦する上で、基本的な演算やキャッシュなど
のベース部分に関しては世の中でデファクトスタンダードと
なっている IPコアを試行錯誤的に活用することで要件をク
リアし、自分たちはその先に進みたいと考えます。私の研究
室で言えば、バイオCMOSチップやバイオセンシングといっ
たエッジ領域の研究開発に専念したいのが本音です。しかし
各半導体メーカーが用意している商用ベースのエコシステム
に参画して IPにアクセスするには、当然のことながら膨大な
ライセンス費用が発生します」（新津教授）



図 1　半導体デバイスに物質化学を融合させた化学集積デバイスの実現を目指す新津教授の研究事例（提供：新津教授）

 　その予算を大学に申請しても、思うように認められないと
いう事情もある。「形のある実験設備や計測機器などと違っ
て IPは目に見えない資産であるが故に、その重要度をなか
なか分かってもらえないのです」と新津教授は明かす。
　結果として研究室のメンバーは、既存の IPコアに相当す
るベース部分まで自力で開発せざるを得なくなり、そこに多
くのリソースが割かれてしまう。グローバルで熾烈（しれつ）
な競争が繰り広げられているMore than Mooreの半導体
デバイスの研究開発において、これは大きな遅れを伴う致命
的な痛手となりかねない。
　さらに影響を受けるのは、研究室に在籍する期間が限られ
る学生たちだ。「特に修士課程の学生たちは、既に IPとして
確立されているベース部分の開発しか経験せずに社会に出
ていかざるを得ないことも多いのです。なんとかこの負の連
鎖から脱するすべはないものかと最適解を探し続けてきまし
た」（新津教授）

Armの幅広いIPポートフォリオを 
“使い放題”できるメリット

　そうした中で新津教授が出会ったのが Arm Academic 
Accessだ。

　Armは企業向けの商用プログラムとして、既に「Arm 
Flexible Access」というサブスクリプション型の提供モデ
ルを用意している。SoC（System on a Chip）開発に際
しては一般に、利用する IPごとにライセンス契約を結ぶ必
要があるが、これをなくし、開発の柔軟性を追求したプログ
ラムである。
　Arm Flexible Accessは、年間の定額料金を支払えば
Armが公開しているポートフォリオに自由にアクセスして幅
広い IPをダウンロードし利用できる。これによって試行錯誤
的に IPを入手し、SoCを設計することが可能となる。まさ
に IPが “使い放題”になるライセンスモデルだ。設計から製
造に移るテープアウトの段階で、最終的に利用が確定したIP
のライセンス料を支払えばよい。
　とはいえ、いくら企画・設計段階で IPが “ 使い放題 ”に
なるといっても、その定額料金は大学の研究室が気軽に支払
えるレベルではない。この Arm Flexible Accessを、研究
教育用途に無償で提供しているのが Arm Academic 
Accessというわけだ。Arm Academic Accessは、教育
やトレーニング、または学術的・非商業的な研究を目的とす
る機関を対象としており、大学をはじめ幅広い教育機関や研
究機関が含まれる。



　研究教育目的だからといって、利用できる IPが制限され
るわけではない。商用の Arm Flexible Accessとまったく
同じようにArmの広範なポートフォリオへ自由にアクセスで
きる。世界に目を向けると、既に 100以上の大学や教育研
究機関が Arm Academic Accessを採用しているという。
　無償のプログラムとなるため、一見するとボランティアによ
る学術支援や社会貢献活動の一環のように思うかもしれな
い。しかしArmにとっても実は決して身を切るばかりの施策
ではない。研究や教育を通じてArmの IPに慣れ親しんだ
学生が社会に巣立ち、就職した企業や組織でもArm IPを
率先して利用するようになる可能性がある。近年では日本に
おいても大学発ベンチャーが続 と々誕生する傾向にあり、研
究活動から事業化へのシフトや、新たなイノベーション創出
による普及が期待される。Armにとって、Arm Academic 
Accessは将来を見据えた先行投資という側面も持ち合わ
せているのだ。

研究活動はもとより 
学生たちの教育面でも大きな効果

　研究開発が世の中に出ていく際、それを使う企業やユー
ザーが、ソフトウェアを含めたエコシステムを活用できること
も重要だと認識していた新津教授。Arm Academic 
Accessを採用することで、研究室は多大なメリットを得た
という。「以前からさまざまな半導体メーカーが公開・提供
している IPの利用を検討してきたのですが、私たちが現在
取り組んでいる化学集積デバイスの分野での必須要件であ
る省電力、低電力、高信頼性といった技術、そしてエコシス
テムにおいて卓越した実績を持っている企業は Armの他に
ありません。早速 Armのポートフォリオにアクセスして幾つ
か IPをダウンロードして使ってみたところ、インタフェース
が洗練されており非常に使い勝手が良いことにあらためて驚
きました。大手ファウンダリーが提供しているEDAツールと
の相性も良く、ストレスなく設計を進められます」と新津教
授は語る。そして「Armの IPを自由に利用できるようになっ
たことで、私たちは本来の研究テーマであるエッジ領域に専
念できるようになりました」と強調する。
　Arm Academic Accessの活用は、研究活動だけでなく

教育面でも大きな効果をもたらしているようだ。「本当に優
れた IPとはいかなるものなのか、SoCの設計でどれほど大
きなメリットを享受できるのかといった多くのことを身を
もって学べます。そしてこのプログラムを通じた国際機関と
の交流により、開発技術の発展も図れます。こうした経験と
開発実績は他では得難い非常に貴重なものであり、社会に
出て企業の研究者やエンジニアになってからも必ず役立ちま
す」と新津教授は語る。

日本の半導体産業復権の鍵は 
SoCのトータルな開発力向上にある

　日本の半導体産業に目を向けると、世界のロジック半導体
やメモリ市場を席巻していたのは遠い過去の話になりつつあ
る。そんな日本の半導体産業にも復権の可能性は必ずある。
その一つが、新津教授が研究開発を進めている化学集積デ
バイスに象徴される革新的かつ突出した技術を実装した
More than Mooreの SoCにほかならない。
　新津教授は「求められているのは特定の要素技術の開発
だけではなく、目的に沿ったシステムを企画し、PoCを実施
し、そこから得られたデータをセンシングして解析し、設計
にフィードバックして改善を図り、最終的にユースケースのデ
モンストレーションまで実施できるトータルな開発力です」
と説く。その力を磨き高めていくためにも、今回活用を開始
した Arm Academic Accessは強力なプラットフォームと
なっている。
　「私たちのような大学の研究室は、単独では大手ファウン
ダリーの研究所などには太刀打ちできませんが、電力自立運
転や超低消費電力、さらにそれらの技術を応用した新ビジネ
スの提案といった分野では決して引けを取らないと自負して
います。そこにArmの幅広い IPを自由に利用できるように
なったことは、絵画の世界に例えれば絵の具やキャンバスと
いった道具について、一線級のプロフェッショナルと対等な
ものを取りそろえたのと同じだと考えています。従ってこの
先は、純粋なアイデアの勝負となります。ならば私たちは世
界のどんな相手と競い合っても負ける気はしません」と新津
教授は力強く語り、アカデミアの世界から日本の半導体産業
にイノベーションを起こしていく考えだ。
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